世阿弥研究会（2010/9/8）に関する雑文

〔劫之入〕用心之事
「此藝能を習學して、上手の名を取りて、毎年を送て、位の上るを、よき劫と申也。然れども、此劫は、住所によりて變るべき事あり。名望を得る事、都にて褒美を得ずはあるべからず。さやうの人も、在國して、田舎にては、都の風體を忘れじとする劫斗にて、〔結句〕、よき事をも忘れじ忘れじとする程に、少々と、よき風情の〔こく〕なる所を覺えねば、惡き劫になる也。これを、住劫と嫌ふなり。都にては、目きゝの中なれば、少しも主に覺えず住する所、やがて見物衆の氣色にも見え、又は、さんだん・褒貶にも耳を打たすれば、連々惡き所除きて、よき劫ばかりになれば、磨き立てられて、をのづから、玉を磨くがごとくなる劫の入也。都に住めば、よき中にあるによて、をのづから惡き事なし。少々と惡しき事の去るを、よき劫とす。よき劫の別に積もるにはあらず。只、返すがえす、心にも覺えず、よき劫の重して、惡（き）劫になる所を用心すべし。然れば、能程の上手も、年寄ば古體になるとは、この劫也。人の目には見へて嫌ふ事を、我は、昔より此よき所を持ちてこそ名をも得たれ、と思ひつめて、そのまゝ、人の嫌ふ事をも知らで、老の入舞をし損ずるなり。しかしながら、此劫也。能々用心すべし」（「花鏡」より抜出）


住劫について話が及ぶ。これは「良い劫が停滞し、悪い劫に変質すること」と意味される。劫は功とも書かれ、ともに永い時間を指す。世阿弥は都優位に考えていたのだろう、鄙に居ることで住劫を成すと。しかし差別主義的とも言えない。都には何があるのか？「見物衆の気色」、すなわち周囲からの批判である。都にはあるが、鄙にはない。大学においても、地方にあれば研究者は少なく“刺激も少ない”。同じ分野の者が集まれば、相互批判が活性化される。これはおそらく、自身の差別観からではなく、都/鄙で得られるものが異なるといういわば「環境主義的」というものによる。しかし鄙でも黒川能のように非常な厚みを持った伝統もある。ある方はこれを“システム”と呼んでおり、とても納得がいった。また或る方は話を私事につなげ、きわめて明確な、誰にでも伝わる言葉を探そうとしている、しかし探すほどに自身の表現が稚拙になっていくと訴える。私もこの体験に近いものはある。彼の語る体験を、息苦しく感じた。彼は絶対的に明確な言葉という、一見あまりに明らかな目的を探すあまり、自身の持ちネタから離れられなくなっているのではないか。言葉は1と0の演算式ではない。より他の、例えばその分野の文法に肉薄し、憑依するがごとく理解に努めれば、おのずと最も適切な表現に至るのかもしれない。彼の、意識的であろうという強靭な意志は尊敬に値するが、しかし一旦それを抜け出て、他者なるものを見出さねばいけないのではないだろうか。その場では、いや今でもこれを端的に伝えるすべがなく、憮然として出ていく彼を黙って見ているしかなかった。おそらく世阿弥の訴えることもこれに近いのだろう。

末文には、こうある。

然れば、よきほどの上手も、年寄は古体になるとは、この劫也。人の目には見へて嫌ふ事を、我は、昔よりこのよき所を持ちてこそ名をも得たれ、と思つめて、そのまま、人の嫌ふ事も知らで、老の入舞をし損ずるなり。しかしながら、この劫也。よくよく用心すべし。

意識されるべきは都に居る己でもなく、都という環境でもなく、その環境にある自分に対する絶えざる批判的な視点なのである。そこに行き着く先はない。

この年になって、世阿弥の言葉に同感するとは思ってもいなかった。しかし、この場で参加者のめいめいの発言を拾い、一つ一つ理解していったところで、それはやはり劫となってしまうのである。己を知り、世にいわば脅かされ続けること。さらに異なる方法、文法を見出し、批判に晒すことをためらってはならない。すなわちこの場で言えば、敢えて飛躍し、更なるフィールドに切りこむことが、答えとなりうる可能性を持っている、のかもしれない。行き着く先などない。
世阿弥研究会　2010/11/24　

「奥段」

・これまでの章では「…すべし」だったが、ここでは「…べからず」となっている

●初心とは何か

（前回　…　初心とは、原点となる失敗、「できなかったこと」、希望や憧れにあたるのでは？）

　①　是非初心
・　能勢朝次訳；「善悪に関わらず、是なる点も非なる点も」

→　幅広く訳している。心構え、原体験となるものを指しているようにも。

・　小西甚一訳；「物事の批判基準」

→　（より焦点を絞って）技法的な観点から訳している

…　“師の教えたこと”、“初めに習ったこと”、“守破離の守”？

…　「師の教えることをよく聞き」とは、師の教えを絶対と考えるのか、そこから是非を選びとるのか

…　色々な師がいる。師の言うことは100％従うべきとする方も、20％でよいとする方も。

・　「先車のくつがへす所、後車の戒め」（先人の失敗が後人の教訓となる意）

…　次代にも目を向けるという意味で、初心は能という「芸道」に於いても考えられる

・　初心を、よいものをみて鍛える「審美眼」としてみてはどうか（鎌田先生）

・　そもそも初心とは「心」のことではなく「技術」を指している

また、初心自体を「師の目指すところを見る」こと、理想、方向性と考えてみてはどうか（河村先生）

・　しかし、初心は一定の水準に達していないと、当該箇所に言う「初心」に当たらない

…　能では登竜門たる『道成寺』で問われる。例えば、鐘への入り方。

…　修士論文もまた、登竜門である。「全ての作家は処女作へ向かって成長する」

・　「先、諸事諸道をうちおきて、当芸ばかりに入りふして、連続に習い極めて、劫を積む」（p434末）

…　多くの分野の資料を読んできた。同世代で教える側に立つ方もいる。

違うのはその分野への詠みこみの深さ、没頭ではないか（秋丸氏）

←　多読の先に何かが見出せるのではないか。自らの価値観を覆してでも何かを成すよう努めないと

　②　時々初心　：　「その時その時の初心。その積み重ね」

・　10年という期間で積み重ねて行くこと

…　10年やって身に付くこと、10年やらなければ分からないことがある

毎日同じことを続ける。しかし毎日毎日が全く違う体験となる

cf.　石笛を毎朝3度吹く。10年続けると、その時々の調子が分かってくる（鎌田先生）

cf.　250字に一日を記す。パリの友人が毎年贈る手帳を使う。彼から贈られなければできない（藤井先生）

「しかも、友人が全くこのことを知らないことも重要」！
世阿弥研究会　2011年1月26日（水）　至花道書
●　無主風事、闌位事

＜非風の例＞

・　ハビトゥス　：　ハビトゥスの言葉を使うだけではなく、より下流の言語、スラングも自在に使えないと、ハビトゥスとして認められない。不快さを伴うスラングを意図的に織り交ぜること。

・　大日如来　：　大日如来は真言を用いるが、あらゆる言葉を使ってその教えを伝える。地蔵菩薩はその下部に属する。不動明王はその中間、エージェントとして働く。

・　ふぐ料理　：　職人が料理に刺激を付けるためにふぐ毒を少し混ぜる。素人ができる技術ではない

・　大学教授　：　大学教授が小学生に教えること。大学生に向けて語るのではなく、基本の習熟という教育的観点から、いかに分かりやすく伝えるか。

・　バロック　：　“（スタイルが？）メタレベルで意識されている”

＜是風、非風＞

・　「是風」「非風」はに固定的な上下関係があるのか。上手しか非風を用いてはいけないのか

・　友枝昭世氏は徹底して正調。観世寿夫氏は若い頃より学習会に参加。また非風（台詞まわしなど）を意識的に取り入れ、それによって全体が締まるようだった。「混ぜ方の工夫」

cf.　「上手を超える下手」

　　　…　下手が上手を超えるのか　：　一発屋の芸人。

　　　…　上手があえて下手を行うのか　：　柳宗悦の言うもの。

→　成長の仕方は各人のタイプによって異なる

…　至花道書は戦略的で意識的。
…　「子どもの才能」「若者の活き活きとした姿」という無意識的な現れ、“道ならぬ道”やその魅力――その人の“華”か――はどのように捉えるべきか
cf.　岡野弘彦（歌人）は、折口信夫の辞世の句に一言「いいですねえ」。
●　皮肉骨ノ事

骨　：　生得的　／　肉　：　努力して得るもの　／　皮　：　自得的
三元論…全てそろうのが最も良い　←→　離見の見…弁証法的

「ここに当世の芸人の事を見るに、この三を持したるのみならず、かやうの事ありとだに知れるものなし」

　　　…　現代でも、皮ばかりに目を向ける人が多い。

　　　　　ではどのようにすればよいか？「持する」と「発揮する」とは違う

中村扇雀の「息を詰める」。　“一体化”　←→　小沢征爾の息遣い、グレン・グールドの息遣い

　　　cf.　『作業歌：労働とリズム』（カール・ビューヒャー、1896）
世阿弥研究会　2月9日(水) 體用ノ事
＜体用＞
…　“本質”と“あらわれ”か。演技論でも「体用」は用いられる

…　空海の『十住心論』に確認。大日如来の本質は「体」で表わされる（この本質としての六大体大＜地・水・火・風・空・識＞を、凡夫たる人間は三密加持を通じ、不動明王を媒介として肉体に浸透させる必要がある）。世阿弥はこの「体」を援用したものか
…　「体」の生々しさ、荒々しさ
…　「似すれば用が体になることがある。これはまことの体ではない」　用があたかも体のようになってしまう。　
→　「体」とは現象であり、場所（トポス）的なもの？

例）“うつし”が独自のものになる。自然と向き合う畏怖の念、絶えず奥深くに向かおうとする態度。「体」とは自然を指す？　（cf. 松生歩氏の写生論）　

→　『風姿花伝』の外国語訳
例）「面（おもて）に負ける」　『葵上』で満足のいく舞ができなかった時。面の怨念か、本質に対峙できなかったということか。反省作用により、調子を崩したとも。

例）曽我部KOW氏と鎌田先生の対バン…MCと歌は日常／非日常の別がある。歌は祝詞。
○用を似せることの失敗

例）新聞記事の形式…新入社員には徹底的に形式が叩きこまれる。しかし形式ばかりを続けても面白くない。形を破り、見た目から内部へと関心を向けていくことの重要さ。

例）本多勝一氏の記事…単なる真似書きでは、上っ面だけの模倣。「なぜそうなっているのか」を考えないと。

例）ギター、ピアニストの速弾き…「私は技術者であってアーティストではない」、速弾きをする必然性

例）千住博氏の描く滝…“観念的”　(抽象表現主義的、見た目のきれいさ、「心がない」、身体性を伴わない)

○様式美
例)　千住博…「引き算」から作られるプロダクト、ビジネスとしての創作

←→　村上隆…ノイズやミゾ、そしてクリエイションの核や存在感がある
例）ルーベンス…工房の分担作業で生み出される作品。ブランド。

例）北大路魯山人…最後の工程で、わずかに手を加えて作品となること

「道もなくすぢもなき能」

…「花は心、種は態」(『風姿花伝』第三問答条々)。花と種(＝本質／あらわれ、可視／不可視??) と対応？ 　→道・筋は対立するというより、より類似した概念か？

…道・筋とは方向性、現わし方か。体・用よりも時間的なスケールが長く、異なるため即対応できないのでは。

また、風姿花伝の終盤にも道・筋に関する記述あり。ここではスパイラルを描いているような印象。

…心の中の「道」、技の中の「すぢ」？
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※見聞心、皮肉骨、用体の対応
「似するは用、似たるは体」

“似せる”：能動的、“似たる”：自発的　　→　その順序は？
小西甚一…「似するは体、似たるは用」(能勢朝次)との解釈に疑問。因としての用、果としての体と考えるべき
→　初学で前面に出る(似する)のは用、背面に伴うのが体。

熟練で前面に出る(似たる)のは体、背面に伴うのが用？
1）『風姿花伝』第三問答条々：「花を生み出す秘訣＝中身」説　　 →　〈体→用〉を重視する作り手の姿勢

2）『風姿花伝』第七別紙口伝：「花を生み出す秘訣＝見た目」説  →　〈用→体〉へと移動する観客の視点

…言語学、記号論では機能の3側面から以下の領域を扱っている。

・統語論（シンタックス、言語の形に関する規則性）

・意味論（セマンティクス、言語と表現するものとの間の規則性）

・語用論（プラグマティックス、言語や表現者、文脈との間の規則性）

世阿弥が理論家かつ実践者、興行主でもあったことから、作品間・作中で視点移動している可能性がある。

世阿弥研究会　3月2日(水)

『申楽談義』　　世阿弥から元能に語り聞かせたもの。

●「遊楽の道は一切物真似なりといえども、申楽とは神楽なれば、舞歌二曲を以て本風と申しぬべし」

…　遊楽：仕草をともなった舞歌の芸

cf.「ゆうがく：①音楽を奏して遊び興じること　②猿楽の能のこと」「ゆうらく：遊んで楽しむこと。ゆらく」

…　神が神のものまねをする――『天鈿女命(あめのうずめのみこと)』の例、「遊び」「ものまね」の意味

cf.遊部（あそびべ）：古代の部民の一。天皇の葬礼の際に、棺や祭器などを用意し殯宮(あらきのみや)で呪術的な神事を行うことを職とした
…　なぜ「遊楽」と「申楽」を言い分けるのか

←　「申楽、神代の始まりといつぱ、天照大神、天の岩戸に籠り給ひし時、…(中略)…その時の御遊び、申楽の始めと云々。」（『風姿花伝』　第四　神儀に云はく）

…　世阿弥は申楽を「儀式（神の楽しみ）」から「芸能（人の楽しみ）」とまで幅広く捉えていた？

●「申楽の舞とは、いづれと取り立てて申すべきならば、この道の根本なるが故に、翁の舞と申すべきか。また謡の根本を申さば、翁の神楽歌と申すべきか」

…　翁舞の役者は、7日前から精進潔斎、別火(べっか。家族とは別の火で調理した食べ物を摂る)の習慣あり。

…　「六十六番の申楽を一日では勤め難しとして、その中を選びて、稲積翁（翁面）・世継翁（三番叟）・父助（父の尉：現在では千歳）、これ三つを定む」（『風姿花伝』　第四　神儀に云はく）

また、三番叟(さんばそう)は法華経から来ているとのこと

…　白式尉と黒式尉では、黒式尉が古い。狂言でも怨霊の鎮めという“闇”の部分を追っている（折口信夫）

…　場行三昧堂（天台宗において四種三昧のうち常行三昧の行を修するために建てられた仏堂）でも除魔や祝祷性のある翁申楽が行われる。

…　翁舞の冒頭「とうとうたらりたらりら。たらりあがりららりとう」語義未詳。呪術的。

真言(マントラ：仏に対する讃歌や祈りを象徴的に表現した短い言葉)か。いかなる種類のメッセージなのか。

出口王仁三郎『霊界物語』にも記載（「主(ス)の神」、「ス」の言霊にも関わるか）。

●「総じて、鬼ということをば遂に習わず」――「名を得しこのかたとても、狂い能をはせざりしなり」

…　「鬼」は本風ではなく軍体の末風とも。

●大和猿楽・結崎座

一忠　　　　　　　　…秦氏

清次（観阿弥）　　…一忠を風体の師とする。

犬王（道阿弥）　　…一忠の弟子。

龜阿（喜阿弥）　　…音曲の先祖。龜夜叉とも。五位では聲風眞中、九位では寵深花風。

（cf.五位、九位とは、力量の差・ランク付けではない）

また、日吉座の牛熊という猿楽者の音曲をまねたという。世阿弥は彼の能を見ており、「炭焼の能」の木樵を「胡銅の物をみるやうなりし也」(申楽談義)と回想している。
※日吉座(松尾氏)―結崎座(秦氏)、いずれも大山咋神をいただく（？）
注意点？
★世阿弥は何を取り入れ、何を捉えようとしていたのか

★どういう話なのか。何の話をしているのか
世阿弥研究会　　3月16日（水）

申楽談義　（岩波文庫版p 8, l 2「今の増阿は」　～　p 13, l 10「世子の狂い能真似かたの初なり」）

増阿弥　：　田楽新座（当時の前衛劇団）。閑花風。

芸風　…　物真似よりも美しさを求めた？

＜冷えに冷えたり＞

「（冷えは、増阿弥が属した）田楽新座の伝統的芸風であったが、「冷えに冷えたり」という世阿弥の表現には、驚きにも似た深い感動が感じられる。抑制された演技の中に、厳しさ、静寂さ、冬の寒さを思われる味わいがあり、そうしたものには、花やかな観阿弥にも、上品な道阿弥にもない新しい美があった。増阿弥は田楽の伝統的芸風をさらに洗練したものと思われる。」(石黒、2003)

「心より出切る能とは、無上の上手の申楽に、物数の後、二曲も物まねも義理もさしてなき能の、さびさびとしたる中に、何とやらん感心のある所あり。是を、冷たる曲とも申也。」（風姿花伝）

犬王（道阿弥）　：　近江猿楽日吉座。上三花。義満の法名「道義」より一字貰い、犬阿弥から道阿弥に。

芸風　…　五十六世梅若六郎氏との類似？　“ふわっとしており、楽で観やすく、楽しい。風情あり”

←→先代片山九郎右衛門（博太郎（幽雪）氏か）のかっちり、きっぱりとした芸風。

・「尻目にて、妻の方をそと見て、うつぶきし」「目にて心根をせし」…能楽における目遣いの言及は少ない

cf.長谷川一夫（戦前戦後の俳優）の上目遣い。「一瞬、演技を止めて虚空を睨む演技」
・「近江のかかりは、立ち止まりてあつと云はする所をば、露ほども心にかけず、たうたうと、かかりをのみ本にせしなり」

cf.かかり ： おもむき、風情。観客に訴えかける深い味わい。観客の心を捉えて離さない妙なる調べ

＜念仏の申楽＞

衣装　…　「練貫を一重、同じ前に着て、墨染の絹の衣に、長長たる帽子を、深々と入れて着し」

「南無阿弥陀仏」　：　『百萬』（観阿弥作。嵯峨女物狂とも。世阿弥の編集）、『隅田川』（観世元雅作）にもあり。

cf.　『百萬』『桜川』：生別した母子の再会　／　『隅田川』：母親が生別した子の死に直面する

観阿弥　：　能楽の創始者、大成者。現在能『白鬚』などを演じていた。世阿弥は絶賛。

…　アドリブ・間違いも閃きや発見となり、流儀やその工夫として含み込み、昇華されたのでは。

cf.　神道ソングライターも「形ありてなし」。

cf.　セレンディピティ（偶然によって思いもよらぬ発見・発明をする能力）の概念

※騅逝かず　：　「史記」項羽本紀の故事より、志と違って物事が思いどおりにゆかず苦境に陥ることの譬え

世阿弥　：　観阿弥・道阿弥・喜阿弥など先達の「うつし」と形容される。

※砧　…　観阿弥作。人気の曲。「末の世に知る人あるまじければ…」という自負心。

※鵜飼　…　「脣にて軽軽という」。江戸時代以降、言葉遣いはゆっくりとなる。当時の軽妙さ、面白み、バラエティ。

→　良いところのつぎはぎという印象がある。特徴を明確につかんでおり、現実的。

cf.　親鸞『教行信証』　：　経典のおびただしい引用。“参照によって自らを表現する”ことの類似。

＜複式夢幻能の完成＞

…　『朝長・懺法』など平家物語を題材としたものが多い。時間の前後、幽霊の出現がある。南北朝の戦乱が背景か。

当時を語り直し、美的に再構築する狙いがあったか（観阿弥ではその渦中にあり、不可能だった）。

←→　翁舞はこれより以前のもの。すでに“権威”として確立していた。

cf.　翁（神歌）「とうとうたらり」…“（いのちが）満ち足りている、充満している”の意味か。また繰り返しによる高揚感。
cf.　神歌は当時も意味不明であった。声明（梵唄：ぼんばい）や祝詞からの影響？

cf.　「懺法」…法要など鎮魂のために行う。観世清和氏が相国寺にて『朝長・懺法』を務めた。

いわゆる特殊演出。出囃子が異なる。鼓は変えず、後半シテの太鼓の締め方を緩く、ボテボテに打つ。

その変さ・違和感は、鼓動にも似て、儀式的な様相をもつ　←→　躍動感

cf. 慈円は大懺法院を開き、乱世の鎮めに『愚管抄』を記す。法然も『選択本願念仏集』で阿弥陀の真髄を著す。

cf.能のリズム

平ノリ：8拍に12文字を割り当てる。残り4文字分の1文字は息継ぎ、3文字は節。

中ノリ：8拍に16文字を割当てる。

大ノリ：8泊に8文字を割り当てる。

また、決まっている部分と決まっていない部分がある。大鼓方（おおかわがた）の見計らいが重要となる。
参考文献

石黒吉次郎（2003）　世阿弥―人と文学　勉誠出版　

山折哲雄（2010）　『教行信証』を読む――親鸞の世界へ　岩波書店

世阿弥研究会　　4月6日（水）

申楽談義　（岩波文庫版p13,l11「定まれるところを知るべし」～p15,l8「ここにては似合ふべし」）

cf.　「剣樹共に解すとかや、石割地獄の」：地獄の曲舞（『歌占』に編入）、中頃過ぎの地謡。

…　理由のない生別・再会は中世芸能に多い。当時は十分起こりうることか

1　演能のきまり
※「俄かに能などのあらん時」：座敷芸としての能。創作性、競い合い　

←→　天覧としての能。様式・基本形が重視される

○　行為の反復　：　繰り返しを「面白い」「面白くない」と感じる者に分かれる。パターン化、マンネリは近代的な観点か

…　反復により、心身ともに新鮮に、感応する。最初の奏者に重なる個人が個人でないところに入り込む

cf.　「神話的時間」（エリアーデ）　：　儀礼の反復により、神話的な原初の時間と宇宙の中心に回帰できるとする

cf.　神宮式年遷宮　：　モニュメンタル(壊れず、歴史に刻まれるもの)でないため、世界文化遺産に登録されにくい

○　反復表現　：　伝統的に記憶・保存するための方法

cf.　高砂の謡　「高砂や、この浦舟に帆を上げて。この浦舟に帆を上げて、月もろともに出で汐の、波の淡路の島蔭や遠く鳴尾の沖過ぎて、はや住の江に着きにけり、はや住の江に着きにけり」

○　オノマトペ　：　「さつさつ」「えいえい」「きりきり」「めぐりめぐり」、タイ語「ジャランジャラン」（散歩の意）

…　繰り返すごとに、同じ語において意味の変化、深まりが生まれる？

…　オノマトペは形式的に2回までか。 また「3回目からは惰性になる」（岸田劉生）。言語と絵画の違いか

…　言語表現の根拠を感覚・身体に求める観点　

cf.　中村雄二郎、市川浩、メルロ＝ポンティ　etc…　

cf.　宮沢賢治のオノマトペ「どっどど　どどうど　どどうど　どどう…」　

…不完全さ・気持ちよくなさ、しかし“読めば読むほど面白くなる”、“声に出して体感する”もの

…　エスペラント的な側面。「ナモサダルマプフンダリカサスートラ(南無妙法蓮華経)」という、普遍化された言葉

…　佐々木喜善(日本の民話・伝説・習俗の収集・研究家)の民話
←→　フランス思想　：　反復語を持つ言語は「字を字のまま表さざるを得ない」下等な言語。

cf.　ソシュールの言語観　…　言語と観念(思惟)、言語と事物(実在)との結びつきは恣意的で相対的
＜言語の恣意性？＞

『母音』(アルチュール・ランボー)　：　母音に色を与える

…共感覚を持っていた？　cf.純粋抽象画家・カンディンスキーの絵画

←　各感覚が「つながっている」という前提にしばられ、逆に知覚する世界が限られてしまうのでは

…従来の概念を壊し、必然的にあり得ないものを繋げる意図。

←　論理的な突き詰め・明晰さの果ての、“飛躍”という法則・シンボライゼーション(象徴化)。

cf.　アサンブラージュ

：「立体的なもの」を寄せ集め、積み上げる、貼り付ける、結び付けるなどの方法により制作された美術作品（立体作品）およびその技法。ある種の統一性がある場合もあるが、統一性がなく、混沌としていることが特徴の場合もある。

cf.「玄のまた玄は衆妙の門なり」(老子道徳経)

：森羅万象における一つの法則理解としても用いられる

参照すべき文献

『擬態語「スイスイ」の音象徴－スーダラ節の「スイスイ」は無意味か』（やまだようこ　1995）　…　S音の感覚的な連関

『反復論』（鎌田東二　1988、「翁童論」所収　新曜社）　…　シンコペーションの不整脈のような感覚、グルーヴ感

「『言葉の感覚・価値―その韻律、質感、視点から―』討議」（モノ学・感覚価値研究[第5号],p131）

世阿弥研究会　　4月20日（水）

申楽談義　（岩波文庫版p15,l10「萬事かかりなり」～p17,l7「現在の事、いと大事なり」）
2　能の風情

「（萬事かかりなり。）かかりもなきようの風情も、また其かかりにておもしろし」

：　“何の趣きもないように見える所作でも、そのような特殊な趣きであることを生かせば面白く感じられる”

　 　←　かかりは“風情”、風情は“所作”を指す。論理矛盾か？

※かかり …　「出だし」「第一印象」「味わい」のような、感覚質(クオリア)的・情緒的・動詞的な表現。多くの意味を持つか
…　身体的側面を持つ「かまえ」とも似るか。基本形であり、変容可能な潜在力を持っている。

cf.　弓道の持つ普遍性。誰が行おうとも、“弓道は弓道である”。

＜言及された曲目＞

『松風村雨』　：　喜阿弥作『汐汲』を観阿弥、世阿弥が改作。世阿弥にて『松風』と呼称。『熊野』（ゆや）ともに高い人気
『姥捨』　　　　：　『檜垣』『関寺小町』と並び、“三老女”とされ秘曲。

『高野物狂』　：　高師四郎が、出家した春満を探して諸国を廻るうち、高野山で再会する物語。男物狂。

『丹後物狂』　：　現在能、男物狂。江戸時代以来廃曲、1986年と2001年、東京で「橋の会」が復曲上演。

2009年10月24日、宮津市智恩寺にて、松岡心平氏の復曲、観世清和氏と三郎太氏による上演。

※ 『丹後物狂』の廃曲…謡本あり。復曲には規格があり、費用や演者などの点できわめて困難。

『右近の馬場』：　『右近』の古名。室町時代に改作か。鹿島の神職が右近の馬場にて、在原業平の歌を上臈らに詠む。

cf.　「見ずもあらず見もせぬ人の恋しくはあやなくけふやながめくらさむ」（古今和歌集恋歌一・476　他出あり）
『恋の重荷』　：　菊の下葉取りの老人、山科荘司が女御に恋。姿見たくば、綾錦で包んだ重荷を担いで庭を回れ、と。

cf.  類曲に『綾鼓』（あやのつづみ）。夢野久作『あやかしの鼓』、三島由紀夫の戯曲（「近代能楽集」所収）あり。
『船橋』　　　　：　川岸の長者の息子と会うのを嫌がり、娘の両親が夜に橋板を外す。『佐野の舟橋』の後日談。

cf.　「上毛野佐野の船橋取り放し親は離くれど吾は離かるがへ」（万葉集巻十四東歌・3420）

＜先代・観阿弥との違い＞

観阿弥　…　現在能の上演。特徴としていきいきした会話、おもしろい歌舞の興趣。アクロバティック。

現在能に没入。シャーマニスティック。

世阿弥　…　夢幻能の大成。心の闇・綾・陰翳に自覚的。禅的。アバンギャルド、ファンタスティック。

現在能に没入「できない」がゆえに「異世界を作る」ことへ向かったか。

　←　（時代変遷に伴う、相対的な）各々の普遍的美の追求があったとも考えられる

●　「まことの冥途の鬼を見る人なければ、ただ面白きが肝要なり」（『船橋』）

…　鬼と対照的に、舞シテは人間として演じる。

…　架空の存在に「まことの云々」とわざわざ言及したのは、流言（先入観？）から脱する必要があったからか

　　←「面白き」「めづらしき」。そればかりで生き続けられるのか？
cf.　『三輪・白式神神楽』

　：　2011年3月19日、十世片山九郎右衛門氏の襲名記念公演。
　『白式神神楽』は『三輪』の小書（こがき・特殊演出の意）。

関白鷹司政通の命で、片山九郎右衛門豊尚が『誓納』に代わる小書『三輪』を作成。嘉永二年（1849）に初演。

…　翁による突然の祈りの姿。神事が根幹にあるか。芸能的な（音曲・振舞の）新しさがある。

※　千利休のわびさび　…　「従来の形式を崩す」のではなく、「異なる視点からのアプローチ」だった？

＜左右の非対称性＞

「舞に目そとゆがむ、おもしろき所なり。左へは、さのみはゆがむまじ。右へは目そとゆがむべし」

…　流し目は技法として現在行われていない。

…　演者は、右から左へと見わたすのが常。また、（演者から見て）左に舞台を回る。

○右　…　利き手

○左　…　「左向きは母も惚れる」（「左かんざし母でも惚れる」か）、マライア・キャリーが好む向き。

心臓の位置。猫や人間が動く方向。マグロの回遊方向は、捕食者との関係で変わるか

能面　…　起源はメソポタミア文明か。右がキリッとして、左がくだけている。

般若　…　左まぶたが下がっている。上向き、下向きで左右の目の勝ち（印象?）が変わる

cf.　能面を着ける位置　…　観客には違いが分かるが、演者にはわからない。

観世寿夫氏は、上の位置に着ける。“自分から外が見えないよう、没入できるよう”。

※　能舞台…舞楽殿での神楽の奉納など“神に見せる”ことが始まり。かつては客席に松があり、橋掛かりの位置も多様。

cf.　マネキン製作  … 美しいものを作ろうとすると、対称であることを“拒否する”

cf.　CGキャラクター… 対称にすると、つるっとしてこわい、もたない、居心地悪い、自然でない。結局わざと非対称に。

cf.　正面性Frontality…ユリウス・ランゲが提唱した概念。ビザンティン美術のイコンや19世紀の象徴主義絵画に見る。

厳密な左右対称の正面観が、イコンを威厳に満ちた超越的存在に高めているとする。
cf.　石井匠(2009)　『縄文土器の文様構造』　アム・プロモーション　
＜認識問題＞

○生得的な認識
なんまいだあ節の真似　…　子どもが“なんまいどぅ”と復唱。意味・概念からでなく、発声を正確に識別している。

cf.　直観像記憶：生物が眼に映った対象を映像で記憶したもの、またはその能力。サルが人間より長けている可能性

cf.　ファミリアリゼーション　：知らない場所、地域、部屋の形状、事物等を、既知の（知っている）状態にすること
赤ん坊の持つ認識方法か。事物をゆるやかに包括し、理解する。“だから生きてゆける”。

○文化的表現にみる認識

抽象化　…　詩の比喩表現、マンガ独特の表現方法、ピカソの作品

      ←　人間のゆるやかな認識能力。“精神のエコノミー”。

cf.　カント「感性と理性」、コンラート・フィードラー「純粋視覚」、ハーバート・リード「図像的『イコン』」

規格化 … 薪能で用いる面のプラスチック製コピーに、“何か違う”という印象。　

　　商品が同一の物であることが好まれ、差異を排除する風潮も。

世阿弥研究会　　5月18日（水）

申楽談義　（岩波文庫版p17,l8「よろづの物真似は、心根なるべし」～p21,l11「餘りにて目につくなり」）
3　能の「物まね」
＜かかり＞

・初めの準備を伝える際、“おかかりお願いします”と。また定型のフレーズを謡う際、“おしらべお願いします”と伝える。

・面(おもて)の着装を指す。“今日は面がよくかかっていた”

→　演者と、面が主張するものとの相性あり。　（　物理的な装用感というより、演技上での感覚　　）

cf.　摩多羅神面（談山神社の社宝。白式尉）　：　顔が隠れるほど大ぶり。翁面のモデルか。翁神と摩多羅神との関係？

神事的側面、神の象徴として位置付けられるか。

*　「シンポジウム・奈良桜井の歴史と文化（大和多武峰・摩多羅神面と翁）」H23/5/15開催

＜化かす＞

・　「観客の予期するところを故意に外す演出。「上手」が「わろき」と心得ながら舞うこと。（「化けの皮がはがれる」というのは、「時分の花」を取り違えていただけで、鑑賞眼の低さを露呈しているにすぎない）」

→　能の臨機応変さ。具体（表層）と本質の相違を見分けること。

←→　規則をなぞるような表面上の演技にとどまり、“つまらない”“だらだら”したもの。

cf.　「異化効果」　：　ベルトルト・ブレヒトが唱えた文学理論。見慣れたものに対して奇異の念を抱かせる方法。

　*　全ての芸術の背景にキリスト教あり。しかし各々が独自の表現方法をたどり、「世俗化」する。真理、絶対、正義などを素朴に信じるのでなく、「寓意」として一歩引いた立場から表現を行う。

cf.　『隅田川』　：　子方出さない(観阿弥)、子方出すべき（元雅）

→　当時の演出論の“シンプルさ”。良い意味で期待に乗っからず、裏切ってくれる。それゆえの面白さ、意外性。

cf.　田楽・雅楽から能へ

「素朴さ」を持つ田楽・雅楽から、「狂い」を含む能の“バロックさ”、その構造化。独自の領域が、正統にとって代わる。

←↓　能の価値体系から外れて、「化かす/化けの皮」などの論議は敷衍できるのか

＜歴史的ターニングポイント＞

●　魏晋南北朝時代(184-589)　…老荘思想の普及

荘子　…　哲学＜神話　　“渾沌の中に体系あり”。　ダイナミズム
老子　…　哲学＞神話　　“一つのものの見方”。　静的。

●　鎌倉～室町時代の戦乱期　…　最高度の芸術、宗教の発生

cf.　 踊念仏　：　自然発生説…社会不安からのメシア願望

非自然発生説…佐久郡伴野にて「市庭の在家にして歳末の別時のとき、紫雲はじめてたち侍りけり」
佐久郡小田切にて、武士の館で念仏中に一遍が突然踊り始める

●　1910年代前後　：　ハレー彗星の到来　…　外部（宇宙）からの到来物。終末論的思潮。

第一次世界大戦の勃発

→　ダダイスム、抽象絵画の発生(カンディンスキー等)　…　戦争前後にショック的表現が多く発生する

ユングの夢　…　“やむにやまれぬもの”

●　1980年代後半　：　地下鉄サリン事件　…　抑圧的なものの胎動、広く奥深いものの蠢動、混沌を予期

阪神・淡路大震災

●　2010年　：　パワースポットブーム

従来注目されなかった神社に脚光。　戸隠神社、分杭峠（「ゼロ磁場」）などが、「pen」など男性向け雑誌で特集

←　沸点・臨界点を超えている印象。“洩れ出している”感。

“エコ”から“エゴ”へ。エネルギーの共有・循環の断裂。「何かが切り替わった」。

←　江戸末期のええじゃないかとの類似？

流行神などと同様、神社も伝統文化的アイコンとして位置付けられるか

●　2011年3月11日　：　東北地方太平洋沖地震

…　鎌田東二先生の体験報告

「言葉にならない」、「ヒューマンなところに言動を帰着させられない」

現地での禊ぎのためらい　　　　　　　…　「禊による身心の浄化という精神文化の物質的基盤は喪われた」

供え物と漁業が持っていた繋がりの断裂

瓦礫の中から作られる芸術の必要　…　偽物/本物というパターン化を超えた破片からの創出
「美」でもない、爆発的な力のあらわれ

復興・再建の見込みの付かなさ　 　…　戦乱期と異なるメンタリティの弱まり

新たな創生が危ぶまれる

　　　　     ←　太陽黒点運動、ニュージーランドでの地震、アメリカ南部での大竜巻など、気象の不穏さ

口蹄疫、鳥インフルエンザなど近年の情勢不安

←　東京での「人が住むところではない」印象、カタストロフ的願望、東京からの離脱

　　　　　　　新たな何かが生まれてほしい、次へつなげられれば、という思い

…　東浩紀の、「思想地図」における現実へのコミットメントへの移行。“拡散”から“収斂”へ

←　素朴実在論への回帰では？今こそ「遊び」の創出、魂のレベルに到るような仕掛けを。

←　オタク文化の賞味期限、飽きを感じていたのでは

世阿弥研究会　　5月25日（水）

申楽談義　（岩波文庫版p22,l1「とつといふ位」～p24,l2「萬徳の妙花を開く成就なるべし」）
4　「どっ」という芸位
●　「どっと感嘆の声をあげる程度の芸位」、“誰がやっても受ける”、「初入門の段階にも入らない低い芸境」
cf.　『葛』　…　曲舞。そのアクロバティックさ、スペクタクル　　

←→『序の舞』　…　演者の力量次第。観世寿夫氏が得意とした。時間をかけ、後ろを向いた姿が多い

cf.　「くずす」　：　非風。わざと普通でなく演じる。

　　『葵上枕の段』　…　生霊の嫉妬、“心ここにあらず”という演技で、「足幅を小さく」と助言

　　　　　　　　　　　　　　「慌ただしいペンギンのよう」になってしまった

　　　　←　p22,l3「然れば、おもしろき位、似すべき事にあらず。名筆の更に書き捨てたるものを似せば成るべからず」

●　芸位、芸境　（これまでに、「九位」「砕動風」などあり）

1）　おもしろい(芸境)…　互いの感覚が共鳴するような水準。基礎を積んだ熟練者が行わないと、感興を殺がれるだけ

　　←　下手な中の“面白さ”、子どもの“面白さ” 

cf. 「おもしろきとめづらしきと同じ」　(『風姿花伝』別紙口伝)
cf.　橋岡久馬(1923-2004)　：　観世流橋岡家の8世当主。脳死と臓器移植を主題とする新作能「無明の井」の公演。

…　“変人”。常に傘を腰に差し歩く、美女に目がない、『二人静』で観世寿夫氏にツレを指示。

…　“物真似の極致”。変則的な謡、五段での序の舞。よたよたの歩みから、突然のしっかりした立ち姿

2）　上手（芸位）　…　技巧的

cf.　「しかれば、か様なる品々・所々を限られ、甲・乙なからんほどのしてならでは、無上の花をきはめたる上手とは申すべからず」(『風姿花伝』)

　　  「上手之知感事」（『花鏡』　事書十二ヶ条の一つ）
3）　むくやき　：　ゆったりとしたゆとりのある芸、ふっくらとしたやさしさを意味する語。

…　「花だにあらば、むきやきまでも入るまじきなり」（p22,l5）

←　「むくやき」＞「花」は、「おもしろき」＞「上手」に対応？

cf.　「花は心、種は態」(『風姿花伝』第三問答条々)　　（「體用の事」　2011/2/9分を参照）

5　声のこと
「能の力量が下り坂になる前兆として、技量の不足を計略に乗せることで補おうとする心理が働く」

cf.　西川のりお(漫才師)、福原愛（卓球）、高見盛(力士)

…　パターン化、パフォーマンスとして行う。自分で自分の真似をする。かえって集中が切れる？

6　音曲のこと
●　音曲の種類
曲舞　…　「節回しよりは拍子の面白さを主眼とする」

「しかしながら、申楽が謡う曲舞音曲は、音階の上げ下げだけで構成される本来の曲舞音曲と同じではなく、専門の曲舞音曲に小歌がかりを加味してやわらげたのが申楽の曲舞である」

…　「居グセ」（シテが舞台中央に座したまま進行するもの）、「立グセ（舞グセ）」（シテが立って舞を舞うもの）あり

cf.　『白鬚』　：　難クセ。シテは前半で座し、後半で立つ場合もある

律呂　…　「細く弱く女性的な声の竪（しゅ）、太く強く男性的な声の横（おう）」

発声の二大基本　… 祝言　：　強く明るく謡うときの声扱い 

望憶　：　やわらかく優しく謡うときの声扱い

cf.　強吟、ツヨ吟　：　声にゆるみがなく、力をこめて謡うもの。勇壮・爽快・厳粛な気分を表現

弱吟、ヨワ吟　：　声をやわらかく、旋律的に謡うもの。優美・凄艶・哀切な気分を表現

cf.　『吉野天人』　…　謡は上のなかでも違いあり

cf.　椎名林檎の『翳りゆく部屋』(荒井由美)カバー

…　その人の持つ心技的な力量（臨機応変さ、生得的声質）で歌い方は異なる
←→　能にハーモニーはない。どこからでも入ってよく、むしろ地謡の声を活かすように謡う

…　地謡は声+α。異なる謡い方、知らないままで謡う人と行うときの難しさ。

…　読経・祝詞でも同様、周囲の音や隣の歌い手の声により、合う合わないがある

●　萬徳の妙花を開く成就なるべし　…　「万徳を招来する妙なる花の開花する芸の完成の境地なのである」

…　萬徳　：　“世俗的利益に恵まれる要件”、“世間的なあらゆる福徳”

…　「徳」＝「得」、加えて“修得する”、“体現する”の意あるか。また、到達への一途な努力。

cf.　「正直円明にして、世上万徳の妙花を開く因縁なりと、嗜むべし」(『風姿花伝』)

「これ、万徳了達の妙花をきはむるところなるべし」(『風姿花伝』別紙口伝) 
世阿弥研究会　　6月15日（水）
申楽談義　（岩波文庫版p24,l3「祝言は呂の聲にて」　～　p27,l6「是等はみな名誉の曲舞どもなり」）
7　祝言の音曲
●祝言音曲　：　まっすぐに正格なのが本義。正花風（中三位の上）。千歳・三番叟など。
＊　安全音　…　危なげなく完全な音曲
＊　早歌　…　鎌倉から室町初期にかけて上層階級の間に流行した歌謡
＊　ゆり　…　長長と引き伸ばして謡う節。小節に似るか。祝言では六四に分け、十度揺って謡う。
本ユリ　：　地謡のみ、クリ（能を構成する小段の一つ。導入部分）の最後に謡う
半ユリ　：　シテ・ツレ・子方など、役のみが謡う
三ツユリ　：　地謡・役ともに謡うもの

＊　重　…　オクターブを指す。現在は用いず。
※　能には、西洋音楽のオクターブ（8度）のような音階・キメがない（日本音楽は5音音階にあたる）。
甲（高音）を乙（低音）として謡いだすのはそのため。高音からだと切り替えが難しく、ピッチも早くなる
cf.　梅若（梅若研能会か）は高音で歌い出す。低くとも高くとも夢幻・幽玄は演出可能
cf.　能の低音・柔らかさ　←→　オペラの覚醒するような高音
　　　　　　　　　　　　　　　　　　…　『魔笛』「夜の女王のアリア」の、“脳天から引っ張り上げられる感覚”
←→　『大都会』(クリスタルキング)、“元気が出る”
＊　大勢供行（合唱）　…　闌曲においては行わないのが原則。
※　闌曲　：　世阿弥が謡を曲趣により五つに分類したもの（祝言・幽曲・恋慕・哀傷・闌曲）の一つ。
また、闌曲は他のすべてにわたり、かつ、それを超越した最高の曲風。
＊　「とろうきょう（都良香）の立合」　…　「立合」ゆえ『翁』の曲か。都良香に取材した曲とも。
意味不明ながらも書き改めることを許さず。田楽のように謡うが良いか。
※　都良香(834-879)　：　平安時代前期の官人・文人。漢詩に秀で歴史や伝記にも詳しく、詩歌を作る
←　なぜ意味不明な（意味のない）文句を“墨守”するのか？日本文化には空白そのものが重んじられる。
論理的（理性的）意味よりも、　“うた”　“オノマトペ”　などの感覚的（身体的）意味に重きを置くか。
cf.　鎌田先生の久高島で発した歌詞　“いざいほう、とうらほう…”　
→　音・響きとしての流れ、収まり。その必然。
→　掛け声「よ」「は」「や」などの分析も可能か
cf.　『ことばの前のことば──うたうコミュニケーション』　(2010、やまだようこ　新曜社)
○　詩、枕詞、原ことばなど、ことば以前の、日常に降りてくるもの。
○　「やまだようこ」という名のビジュアル、広がり。
○　感覚価値的には、ナラティブでの重要性あり
8　曲舞の音曲
●曲舞音曲　：　観阿弥の『白鬚』を初めとした芸能。百萬山姥など。
　←→　小歌　：　現存は『放下僧小歌』のみで、曲舞との区別なし。
観阿弥・世阿弥が統合を図り、既に世阿弥の時代で混交していたと。

世阿弥研究会　　6月29日（水）
申楽談義　（岩波文庫版p27,l7「ただかかりなり」　～　p32,l2「是拍子の大切なり」）
8　曲舞の音曲

『弱法師』　：　観世元雅作曲。聖徳太子建立の四天王寺が舞台。

盲目の乞食「弱法師」こと俊徳丸と、讒言を信じて彼を捨てた父親通俊との、再会と和解を描いた作品。

“肉眼ではなく、信仰にひかれてやってくる”

9　音曲の「かかり」
＊　かまえ　：　綺麗さ、風情、姿形。つかみ、取っ掛かり、ヒキ、ノリ。

＊　かかり　：　「音曲の調べから生ずる情趣」。

←　準備、着装の意にも用いる。客に対して「かかり」の表現は使っていない。

cf.　『船弁慶』 　「たいらのとものり　“じゅういちだん”のこういん」　（　謡本　）

→　「たいらのとものり　“くだり”のこういん」　　 （　実際の謡い　）

cf.　『くるす桜』　　「水は…火は…土は…　“火水土”の三つ」

cf.　鎌田先生「ひのもとは　あめつち“ひとかみ”　やおよろず　いのちのうみに　うかぶまほろば」
cf.　言葉自体の響きは、作者のフェティシズムによるか。

　　…　「野宮（ののみや）」などを作した金春禅竹の作品を演ずる者は、「ウンチクな奴」とも呼ばれる。

＊　たけ（闌）　：　品格の高いこと。状態、様態を示すものか

「音曲の基礎は旋律〈節〉にあるのだが、しかし節というのは植物の竹にも節があるように、まず悪いことをもいう場合がある」（山崎訳）

＊　クリ・サシ・クセ　：　各小段（区切り）の名称

クリ　…　音を高く謡う、導入歌の部分。調子を引き立てて流れるようにとも。

サシ　…　抑えて、しっとりと、風景や心情を謡う部分。

クセ　…　シテがゆったりとした所で舞い始める「舞グセ」、座したまま進行する「居グセ」あり

10　文字なまり・節なまり
＊　文字なまり　：　自立語、《概念》の抑揚の違い。

＊　節なまり　：　助辞、付属語、《様態》の抑揚の違い
　　　　…　切れ目をなくすのが重要。「切る」と、分かりやすいが途切れてしまう。

cf.　美文調のフランス語、関係代名詞を用いる英語　…　「美しい」と評価される

cf.　加藤（和孝？）氏の、ジュール・ロマン（1885-1972、詩人）評

cf.　中沢新一の文章　…　独自のリズム。演技、しなを作っている。

cf.　野坂昭如の文章　…　経文のよう

＊　拍子　：　「間」に近い意味。　←→　「リズム」「テンポ」に相当するのは、位（くらい）か。

　　　　　　七五調での字余り、字足らずを調整、強調

　　　　　　　←　七五調の締まる感覚（和讃など）と、五七調の延びる感覚（上ゲ歌など）は各々異なる

cf.　平出隆（詩人）による日本語・五七調の再評価

例）　『松ガ崎』　：　「寂寞たる深谷／よしなや」
…　地頭の謡いは、派によって重視される部分が異なる

…　能は、和歌と異なって漢詩が含まれる。思想性が色濃い

←　漢文はツヨ吟、和文はヨワ吟にて謡う

cf.　鎌田先生の曲　「かんながらたまちはへませ　／　尽十方未来際（じんじっぽうみらいさい）」

cf.　河村先生幼少時の『邯鄲』理解　…　「かくてトキスギ、五十年の映画」

cf.　蓮實重彦幼少時の「あけてぞけさは」理解　…　ゾケサ妖怪との“別れ、悲しみ”

cf.　忌野清志郎の、日本語のアクセントを用いたロック音楽

cf.　 『リンダリンダ』（THE BLUE HEARTS）、『銀河鉄道の夜』（宮沢賢治）

…　スローテンポで引き付けてから、突然ハイテンポでメリハリをつけ、驚きをもたらす

＜言及された演目＞

	曲目
	引用部分
	備考

	8　曲舞の音曲

	重衡
	ここぞ閻浮の奈良坂に（クセ末部）
	『笠卒都婆』の古名

	西国下りの曲舞
	「芦の葉分けの月の影、隠れて澄める昆陽の池」（最初のアゲハ）

「梟松桂の枝に鳴き」（二度目のアゲハ前）
	乱曲に現存する独立した謡物

観阿弥

	弱法師
	
	上部参照

	由良湊の曲舞
	とくとくと誘はれて、身を浮草の根を絶えて（二度目のアゲハ直前）
	

	百萬
	有難くも、この寺に現し給へり
	

	地獄の曲舞
	或る時は、焦熱大焦熱の焔に咽び、或る時は（二度目のアゲハ直前）
	

	東国下りの曲舞
	「蓬莱宮は名のみして、刑戮に近き」（二度目のアゲハ）

「南無や三島の明神」（終わり近く）
	

	9　音曲の「かかり」

	女郎花
	かやうにあだなる夢の世に、われらもついに残りし、何一時をくねるらん
	喜阿弥。現行曲と違う散佚曲

	（不明）
	やうやうはかなや、などさらば、釈尊の出世には生ぜざるらん、つたなきわれらが果報かなや
	念仏能か

	熱田
	「老人答へ申すやう、われは手名椎足名椎、女を稲田姫と云ふ者にて候なり」（クセ冒頭）

「父の老翁手名椎は、源太夫の神と現はれ、東海道の旅人を守らんと誓ひ給へり」（クセ終末）
	『源太夫』の原曲

	江口
	河竹の流れの女となる、前の世の報いまで、思ひやるこそ悲しけれ

（クセ直前）
	観阿弥

	初瀬六代
	「念彼観音力、刀刃段々（ねびかんのんりき、とうじんだんだん）」

（クセのアゲハ前の句）
	世阿弥。

現存する独立した謡い物。

	10　文字なまり・節なまり

	由良湊の曲舞
	松には風の音羽山
	観阿弥

	不詳
	秋の野風に誘はれて
	曲不明

	実方
	小野の小町は（クセ）
	廃曲

	（不明）
	人の宿をば貸さばこそ
	曲不明

	夏の祝言
	うけつぐ国
	四季の祝言曲

	笠卒都婆
	「三笠の森の」（クセ）　／　「一念弥陀仏」
	

	（不明）
	神風や・・・・・・はじめたてまつり
	曲不明

	鵜羽
	恵み久し（ロンギ前の上ゲ歌）
	廃曲

	雪山
	春ごとに君をいはひて
	散佚曲

	白鬚
	老翁いまだ（後半の文句）
	

	江口
	「ゆふべの風に誘はれ」（クセの初めの部分）

「げにや皆人は、六塵の境に迷ひ」（クセの終わりの部分）
	観阿弥。

前節でも引用

	須磨源氏
	光源氏と名を呼ばる
	

	雲雀山
	款冬誤って（クセ前のサシ）
	

	雲林院
	公光の申す者なり（ワキの名乗り）
	

	11　拍子のこと

	求塚
	旅人の、道さまたげに摘むものは、生田の小野の若菜なり。よしなや何を問い給ふ（前段、上ゲ歌）
	

	富士山
	「げに心なき海士なれども、所からとて面白さよ」（シテのサシ謡）

「時知らぬ山と詠みしも」（上ゲ歌）
	

	花筐
	「恐ろしや」（後段のクルイ）

「ともの物狂と言はれさせ給ふな」（後段のクルイ）
	

	隅田川
	人間憂いの花盛り、無情の嵐音添ひ（上ゲ歌、シテ）
	

	松ガ崎
	寂寞たる深谷（サシ）
	散佚曲

	八幡
	七日七夜（クセ後半）
	『弓八幡』　の古名

	伏見
	「百王万歳（はくおうばんぜい）」（クセ末尾）
	廃曲

	昭君
	かの昭君のまゆずみは、緑の色に匂ひしも、春やくるらん糸柳の

（前段の上ゲ歌）
	

	鵜飼
	真如の月や出でぬらん、真如の月や出でぬらん
	


世阿弥研究会　　7月13日（水）
1. 『鎌田東二・東山修験道』　鑑賞

2. 『能舞　宇宙』　鑑賞

3. 申楽談義　（岩波文庫版p32,l3「心根を知ることは」　～　p36「談ぜられしなり」）


1. 『鎌田東二・東山修験道』　：　グェンティ・ホンハウさんら鎌田班による制作

＜作品解説＞

●　「鎌田先生は比叡山でバク転をしているらしい」という噂がきっかけ

“胎内での3度バク転ののち、死にかけて産まれる”というライフストーリー

バク転は「重力からの解放」、また「自由になって生まれなおす」こと。これらをクリアに。

●　比叡山の「参道」は「産道」。より大きな世界に入って生まれなおすこと

●　生を享ける時に死と隣り合わせだったことと、緑色を身に着けることの“つながり”の発見

「俺はあさってを向いて生きよう」（東山修験道日記）

…　“あさってを向いて生きる”とは、“突拍子もないことをする”ことの意

…　筋が通っており、おちゃらけてもいる、という一貫性

●　オーディエンスからは最も高い評価を受けた

●　脚本からではなく、素材、モノから編集を行った

＜感想など＞

・　京都の街並みから一歩入った、身近な場所に大自然が広がっていることの発見

・　レイ　ハラカミなどの音楽の配置のよさ

2. 『能舞　宇宙』　鑑賞　：　宇宙科学技術国際会議＠JAXA　於沖縄
国偲び歌　「やまとは くにのまほろば たたなづく あをかき やまこもれる やまとしうるはし」
●　“これ以上美しいものはないのではないか”という衣装を選んだ

冠を2度も付け替えるという異例の方法。「能楽」ではなく、「能舞」として。

リハーサルをしてみないと分からないもの。中央部の段差を、ランドマークとして肯定的に捉えた。

横の柱がなく、距離感がつかめない。広く動くようにもした。

●　法螺貝は東山修験道としての奏法。また横笛は「心月」という曲。月は人間の生命・心の象徴でもある。
世阿弥が当時、“新作”の能を発表していったような、アバンギャルド性をもったものを構築したい

●　音は、山や神社では“からまる”のが、舞台では“ひろがる”よう。俯瞰的には、音が“ふりそそぐ”とも。

　JAXAの速めの映像に対して、ゆっくりとした舞は、この世のものではない感じを与える

面を被った宇宙人が月を歩いているよう。音楽と舞がマッチし、神秘的に。
能楽での「影向（えいごう）の松」は、月面の映像にあたるのでは。神が降臨し、宿りつく場所。

能の“静かさの中の力強さ”は日本独自であり、ガラパゴス的。なぜか国外に移植されない。

●　「離見の見」とも関係あるか　（フィリップ・スイフト博士）

…　複式夢幻能では、この世とあの世が対照される。あの世からの視点の現実化とも。今回は月面と地球か
“我見”のこの世に対し、“離見”のあの世をフィードバック（反映）、あるいはサーキュレーション（循環）させる。
●　舞台美術　…　月面映像は、上下の白い部分が不要。

能舞映像は下方からのアングルがなかった、またロングの（俯瞰的な）映像がもっとほしかった

3. 申楽談義　（岩波文庫版p32,l3「心根を知ることは」　～　p36「談ぜられしなり」）

●　「横竪」　…　現在のツヨ吟・ヨワ吟にあたるか

●　息を引く …　伸ばす意。　『袖の余波』で「津のー　国のー」とする技術の未熟さ。

　　　　　　　　　→　はっきりと浮き立たせるよう、「津の、国の、」と切るように

●　声枕、心拍子 

…　“謡いの途中で、つぎの語を印象付けるために間を置くこと”（山崎訳）

…　続けて謡わず、切る。間を置く。

cf.　『班女』　：　「せめて閨洩る　……　なりぬるぞや」

…　初めをさらりと謡い、「なりぬるぞや」をたっぷりと謡う。直前「独り寝」の強調か

cf. 藤樹（ふじじゅ）と世阿弥

…　貴人の気を汲み、「反映し、相応し、異なる趣で」謡うこと。荒さから静けさへ、静けさから荒さへ。

cf.　河村氏の父・禎二氏の“遅れて謡いだす”演じ方。

…　抑揚、タイミングの変化は、それを行う意図、内容をどれだけ熟知しているかによる。

…　作者の世阿弥であれば内容を熟知しているが、多くは「演者」である。

＜言及された演目・歌＞

	曲目
	引用部分
	備考

	12　謡の技法のさまざま

	袖の余波（なごり）
	誰も思へば津の国の、難波の芦のうきふしに
	※早歌

	丹後物狂
	あひ見ばやと思ひて、果てし所を尋ぬれども、うたかたの（クセ前半）
	

	経盛
	・（熊谷の使者が経盛夫婦の面前で、敦盛の最期を物語る場面）

・「何とか出でん円月の、光の陰惜しめ」（語り前の上ゲ歌）

・「きづなも」（前引用部の直前）
	

	布留（ふる）
	布留野に立てる三輪の神杉と詠みしも、そのしるし見えて面白や

（前半上ゲ歌）
	廃曲。

観世氏・松岡氏による復曲あり

	班女（はんじょ）
	「せめて閨洩る月だにも、しばし枕に残らずしえ、またひとり寝となりぬるぞや」（クセ前のサシ謡）

「そなたの空よと」（クセのアゲハ前）

「わが待つ人よりのおとづれ」（アゲハ直前）

「よしや思へば」（クセ後半）

「思い続けて独り居の…班女が閨」（クセ末尾）
	

	右近の馬場
	見渡せば、柳桜をこきまぜて、錦を飾る花ぐるま（シテ登場の一声）
	

	松風
	「海士の家、里離れなる通ひ路の」（シテ・ツレ登場歌のサシ謡）

「月は一つ、影は二つ、みつ汐の」（汐汲の段の末部）
	

	重衡
	鬼ぞ撞くなる、恐ろしや（前段の上ゲ歌）
	

	錦木
	くやしき頼み（前段上ゲ歌）
	

	土車の曲舞
	
	現行同名曲のクセか、『柏崎』のクセか不明

	六代
	何をか種と思ひ子の（クセ前のクドキ）
	『初瀬六代』の古名

	鼓の滝
	天花に酔（ええ）りや（クセ前半）
	廃曲

	箱崎
	しるしの末なれや、有難の（ロンギ末）
	廃曲

	西国下りの曲舞
	風波（ふうは）の難を助けしは（後半）
	

	鵜羽
	「いかなれば道のくには」（ロンギ前の地謡）

「あしがりや」（ロンギ前の地謡）
	

	高野の巻
	春秋を、待つにかひなき別れかな
	廃曲

	桜川
	曇るといふらん（クセ初め）
	

	竹取歌
	もとの古根や残るらん
	喜阿弥作曲

	近江八景
	平沙の落雁
	廃曲

	足引山
	千代木の風も静かにて（下ゲ歌）
	※祝言の謡か

	伏見
	人皇五十代（クセ冒頭）
	


世阿弥研究会　　8月17日（水）
申楽談義　（岩波文庫版p43,l7「音曲に一句一句の」　～　p46,l4「幾らもあるべし」）
　16　能の作りかた　その三

●　まとめ　（奥井さんレジュメより）

　　　・音曲全体について配慮しなければならない

　　　・同じ言葉をたびたび用いてはならない

　　　・耳に慣れた古典の文句、古歌・和歌で常用する言葉を用いるのが適当である

○　「同じことを書くべからず」（p44）　：　同じ言葉をたびたび用いることの禁
…　カエシ（同じ文句を繰り返す指定があるところ）ならば、よい
　　cf.　大豊神社にて、自作の附祝言を奉納　（河村先生）

　　　　　　　…　掛詞の繰り返し、その効果

○　開聞の所　：　“文学的関と音楽的感動とが一つの音の感動となって集中する瞬間”

　　　…　キモ、オイシイところ。“出血大サービス”したくなるのを、「抑える」という姿勢の表れか

　　cf.　『能作書』に言及部分あり。　申楽談義を終えたのち、該当部分を講読する

○　「ただ能には、耳近なる古文、古歌、和歌言葉も、よきなり」（p44）　：　わかりやすく、定型であること

　　　　…　歌の文言はそこまで理解できないもの

作歌とは、“在るものをうつす”という、考える・感じる以前のもの。憑依か
　　　　…　「音楽的」とは「文学的」なものを削り落し、一言に無限の多義性を込めることか

○　作者と演者

作者　…　演じていくうちに肉付け、練り込みを行うことができる

演者　…　全体を一つの「形」としてとらえ、コピーすることを目指す

→　急所を探り当てる感覚がなくなってしまう

＜言及された曲目＞

	曲目
	引用部分
	備考

	初瀬の女の能
	そもそも和州長谷山（わしゅうちょうこくざん）と申すは　（女の言葉）

大和初瀬（やまとはつせ）の寺
	散佚曲

	鵜飼
	「甲斐も波間」「その心さらに夏川」「助くる人も波の底」　（前段）
	

	松ガ崎
	そもそも常盤の花ぞとは（ロンギ）・・・・・・松が咲きけり
	元雅作曲。散佚曲

	八島
	「その名を語り給へや、わが名を何と」（中入前のロンギ）

「名のらずとも名のるともよし、常の憂世の」（中入直前の謡）
	

	『鵜飼』『柏崎』
	摂津の左衛門五郎の作曲。世阿弥が改作

※　改作後『柏崎』には、『土車』（世阿弥）の弥陀浄土讃仰を導入

	四位少将
	比叡山衆徒の唱導師が作。

金春権守が多武峰の維摩八講にて演じたものを、観阿弥が改作

	佐野船橋
	もと田楽能を、世阿弥が改作


世阿弥研究会　　9月14日（水）
申楽談義　（岩波文庫版p46,l5「勧進の桟敷数」　～　p52,l7「舞の色になるなり」）
17　勧進能の舞台と翁の演出　

●　舞台設計

①　円形の桟敷

→　舞台を中心にして、桟敷を円形に設ける　

※　一桟敷は五尺＝1.5m。　桟敷の間数（円周）は62、3間　：　1.5m×62＝93m。つまり直径約30mの円

→　演者の声が届く範囲。喜阿弥は晩年、直径25mが限界だった

→　糺河原　（賀茂川と高野川の合流地点、三角州か）や、冷泉河原の勧進能が模範例

→　対称的で、神楽に近い構造。南側の橋掛から神々が顕現し、北方へ還る

cf.　将軍は北方（正面）に座し、下々は東西（脇）に座して観劇する
②　屋外での上演

→　屋内になったのは明治以降。

　天川神社は舞台奥が吹き抜けで、借景となっている。

cf.　西本願寺の北能舞台（国宝）、南能舞台（重文）

　　　　北能舞台　：　最古の能舞台。下間仲孝が駿府で家康に下賜され、本願寺に寄進。

　　　　南能舞台　：　元禄七年（1694）、寂如上人が造立と。
…　河村能舞台は、其々の写し。舞台の傾斜や坂道の橋掛は北能舞台から、欄干は南能舞台から。
←→　後年、舞台は現在の形式に。「奉納神事」から、「演劇」としての能へ

cf.　西平直　「離見の見」

　　

○　「開聞」との関わり

cf.　開聞の所　：　“文学的関と音楽的感動とが一つの音の感動となって集中する瞬間”

　　←　当時と現在の舞台設計で異なるか

○　翁面の装着

　　『翁』は、舞台上で開始時に翁面を着ける。

面紐はまず高めに、緩めに結ばせる。大夫は後見に、調整を声で指示する

cf.　観世栄夫氏は右手の上下にて指示。

○　式三番を滑稽に演ずることの禁

　　　…　過去に例があったか

cf.　アメノウズメの踊り　…　思わず知らずの「あらわれ」。荘厳さ、美しさ、感動としての喜び。

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　これを「笑う」と表現する懐の深さ。古事記では「咲ふ」と表記。

cf.　志村けん「笑いの原点は裸だ」

　…　「笑わせる」は、笑えないことが多い。「笑い」には、涙が伴うことがある

○　舞台効果と、その批評

→　『逆髪』で、水衣を彩色して皇女の品位を表現。

　…　世阿弥は自分の美意識を投影し、工夫した。

　　　当時（黎明期か）は、そのような“自由な”批評が成り立つのか

18　能の装束と道具

＜言及された曲目＞　
	曲目
	言及内容
	備考

	蟻通
	シテの宮守の、松明の使用がこの能の見せ場であること
	

	花筐
	シテの照日の前が、贈られた花籠をいかにも大切に扱うべきこと
	

	経盛
	経盛夫婦の乗る船を、青地の練貫などで華やかに飾ることの勧奨
	

	隅田川
	前シテの装束は、時と場所に応じて変える必要があること
	

	柴船の能
	犬王の演出に対する、洗練された感覚や面白い風情の発見
	散佚曲

	鐘の能
	元重の、左右違いの舞台に対する、鐘の適宜配置の誤り
	『三井寺』の古名

	逆髪
	本曲の為に彩色した水衣が、そぐわない『汐汲の能』でも用いられること
	『蝉丸』の古名

	空也上人
	本曲で着用すべきは、地味な装束であること
	廃曲

	念仏の申楽
	犬王の用いた装束の、面白い風趣の指摘
	


世阿弥研究会　　9月28日（水）
申楽談義　（岩波文庫版p52,l8「面の額」　～　p58,l3「世子十二の年なり」）
19　面と姿について

　○　“長い額は見苦しい”　：　額を切った面のみ現存。清経は冠を切断線に当てる

…　マネキン・モデル・アイドルでも、額の狭さが美しい。しかし韓国では、広い額が美しいとされる

＠韓国　――　

マネキンのウィッグを、のけぞったような位置に置く

髪を上げるアイドルが多い

＠日本　――　華、成人

つんくのオーディション　…　「髪を上げてください」。ためらわず髪を上げる者を推す。華があることの一つ

『初恋』（島崎藤村）　：　「まだあげそめし前髪の／林檎のもとに見えしとき／前に挿したる花櫛の……」

文金風　：　江戸中期の男子の髪型の一。髷の根を元結で高く巻き上げ、毛先を月代のやや前方に出す

人形浄瑠璃　…　帽子や髪の長さで額を調整。また、眉が上下に動く。額との関係は？

　←　日亜間の、比較身体論への展開

cf.　人相学　…　“親からの愛情を受けた者や、家督相続者の額は広い”

cf.　（俗流）心理学　…　“髪を下ろす者は隠し事をしている”

cf.　発達　…　乳幼児の目の位置はほぼ中央にあり、額が広い

○　面の大きさ

…　面によって、演者の顎の見え方が違う。すっぽりかぶると“気持ち悪い”

　←　大ぶりな摩多羅神面（談山神社）など、神楽ではリアリズムを重視。能面はデフォルメされるように

20　笛・狂言の名人

○　役者としての振舞い

狂言　：　槌大夫（二代目）は、日常でも狂言らしく振舞う

能楽　：　「又何としても思ひなし、能をくちかう心得べし」（十八）

“また、能は、なんといっても演者を曲中の人物と思いこむ観客心理がたいせつであることを考慮し”　（山崎訳）

…　舞台の非日常性を重視

cf.　野村狂言　…　狂言なのに格式張っている

←　能と狂言の基本理念の違いは？

cf.　演劇　：　“ユダヤ人でもナチス将校を演じられるならば、かえって優れた俳優だろう”（浅井 健二郎、独文学）

…　ベンヤミンの演劇論への反論

アニメ　：　基本的に集団制作であり、“役になりきる”ことはない

信念と仕事を切り離すか、否かは各人により異なる

戦争記録画　：　戦意高揚が目的だが、反戦者の描く戦争画は“不気味さ”を反映することがある

←　作者／鑑賞者（享受者）／解釈者の視点の混同、当時／現在の視点の混同に注意すべき
cf.　役者の「超越性」と「化ける」

秋丸氏の視点　…　役者の「超越性」に注目

忌野清志郎　…　素はシャイだが、舞台では違うものに「化ける」。

21　田舎申楽の芸風

○　田舎申楽の評価

：　金春権守、金剛権守の演技を酷評

　…　世阿弥の曲目の大半は、京都が舞台。奈良が舞台の『井筒』を作曲したのは晩年

←　世阿弥自身、奈良は大和申楽の出身。出生地＝奈良＝田舎であることを嫌がり、攻撃していた？

←　大和申楽の台頭に危機感を抱いていた？

○　十二権守からの手紙

：　五郎康次。大和申楽十二座の統率者。下三位、時に中三位（正花風）に向上。

正長元年（1428）、将軍義教の御前で演ずる。

：　「道を持てる者の意地、如此」

“まことに真情のこもった手紙で、芸道を重んずる者の心意気はこうあるべきものであろう”（山崎訳）

←　十二権守が文盲を明言したり、世阿弥への感謝を強調する点から、2人の格差の大きさが分かる

←　拙い文章だが、十二権守の誠実さが現われている

←　冗長すぎるほどの丁重な文言に、世阿弥への反発を込めていた？

←　世阿弥はすでに凋落の時期。十二権守の手紙を素直に嬉しく思ったのでは
＜言及された曲目＞
	曲目
	内容・言及部分
	備考

	20　笛・狂言の名人

	少将の能
	鬼界ガ島から帰洛した丹波少将成経と平判官康頼の詠歌
	散佚曲

	初若の能
	勘当された子の、親の合戦への参戦
	散佚曲

	21　田舎申楽の芸風

	柏崎
	クセ前「扇たたかせ、鳴るは滝の水」「わが子小二郎か」

カケリ後「桐の花咲く井の上の」
	金春権守の批評

	海人
	クセ前の上ゲ歌「あらなつかしのあま人やと、おん涙を流したまへば」

玉の段「乳の下を掻い切り、球を押し込め」
	金春権守の批評

	雲林院の能
	後シテ「基経の、常なき姿に業平の」、キリのロンギ
	金剛権守の批評


世阿弥研究会　　10月26日（水）
申楽談義　（岩波文庫版p61,l11「応永十九年の」　～　p67,l4「赴クベシ、ト、云云」）
24　世阿弥と霊夢

25　田楽の起源

26　松囃子のこと

27　薪能のこと

28　永享元年の興福寺能

29　能役者のたしなみ

30　後継者の育成

31　神事奉仕のこと



24　世阿弥と霊夢
★「申楽が神のおぼしめしにかなうことの典拠として書き載せる」

・　三社託宣信仰

…　「天照大神・八幡大菩薩・春日大明神の託宣を一幅に書いたもの。信仰の対象として、室町時代から江戸時代末まで、吉田神道の発展に伴い広く流布した。神道家の偽作とも言われる」（大辞泉　“三社託宣”より）

…　正直（天照）、清浄（八幡神）、慈悲（春日神）を道徳的名目とし、庶民教化の手段としたという

・　稲荷明神

…　八幡神と同じく、秦氏との関わりがあった。民間信仰である点が、国家的信仰である三社と異なる

・　秦氏安

…　村上天皇の治世に、猿楽大和の一、円満井座の中興の祖として活躍。国家鎮護のため、紫宸殿にて六十六番の猿楽を演じた。伴ったのは氏康の妹婿、紀権守（きのごんのかみ）。紀権守は近江猿楽の祖と言われる（風姿花伝より）

←　世阿弥は、自分が傍系であることを意識していたか

・　滝蔵権現

…　大和の初瀬寺（長谷寺の古称）の地主神。のち滝蔵神社に移る

←　「初瀬」は死体を投げる場所の意か

25　田楽の起源

★田楽に、青蓮院が発祥の伝あり。また一つに、日吉御臨降の供をした者が開祖とも。

・　青蓮院門跡

…　三千院、妙法院と並ぶ、天台宗三門跡の一つ。

・　一人翁（ひとり翁、独り翁）

…　元旦に、観世座にて行われる能の演目。日吉大社でも行われる

26　松囃子のこと

・　松囃子　：

室町初期に正月行事で行われた一種の囃し物。唱聞師などが仮装して高貴の家々に推参し、謡い舞った

＊　「松は、風をさまりて、雲もいなり山、いなり山、さかゆく御世の花ごろも、春ぞめでたかりける」（岩波文庫）

＊　“松は風、収まりて雲も、稲荷山。収まりて雲も、稲荷山。収まりて雲も、稲荷山。栄行く御代の、花衣。

春ぞめでた、かりける”（山崎訳）

←　山崎訳ではなぜ「収まりて雲も、稲荷山」と3度繰り返すのか

←　ここにも稲荷信仰が見てとれるか

27　薪能のこと

★不定期であった薪能を2月に決めて、観世座から欠勤者を出さぬことと決める

28　永享元年の興福寺能

★永享元年に興福院門跡の一乗院で、神事の演能。脇能は、くじ引きで決められる

←　脇能は、正式には翁の次に行われるもの。名誉なことであったか

29　能役者のたしなみ

★人情の機微を熟知し、その時々の空気を察した行動が重要である

←　「将軍」に「気に入られること」への自負があったのか

cf.　遊女である高橋殿の立身出世、世阿弥の後年の凋落

…　世阿弥に対する周囲の嫉妬？

→　世阿弥と義満の特別な関係、寵愛。世俗的な栄達だけが目的ではなかったのかも

また世阿弥の、父観阿弥や義満との関係が作風等に影響をもたらしたか
cf.　観阿弥の“大らかさ”、世阿弥の“耽美さ”、元雅の“暗さ”

世阿弥は、衰退の時期に作品を書いた。『平家物語』など悲劇が題材。

・　申楽　

…　神楽の「神」のしめすへんを外し、「申楽」に。神に“申”し上げる、また招福延命の意がある

・　幸若舞『敦盛』　“人間（じんかん）五十年、下天のうちを比ぶれば…”

…　「幸若を舞って戦に行く」というほど勇ましく、武道的な振る舞い。

←　能は武道に通じる。翁は空手の型にも似ている

・　仕舞

…　能の一部を素で舞うこと。地謡のみの伴奏、紋付袴や裃で演ずる略式の上演形態。“能のデッサン”。

30　後継者の育成

★稽古は九位の「中初・上中・下後」（浅文風・寵深花風・強細風）の順序で行うのが正しい

	上三花
	中三花
	下三花

	妙花風
	正花風
	強細風

	寵深花風
	廣精風
	強鹿風

	閑花風
	浅文風
	鹿鉛風


＊九位…学習の段階。巧拙ではない。

（上：女物／中：基礎／下：荒物）

←　正調、バラード、シャウトの順で練習し、
シャウトから入らないようなものか

cf.　武智鉄二（演劇評論家、演出家、映画監督）が指導。

二代目中村扇雀（四代目坂田藤十郎）は、同じ演目を何度も稽古させられる

→　後年、彼の「基準」となった

cf.　空海　…　彼自身は天才。しかし大樹の元では後進が育たない

最澄　…　「山家学生式」を定めるなど、自ら下支えとなって“国宝養成機関”を作る。

相応（831-918）の「千日回峰行」など、後進のオリジナリティに富む

31　神事奉仕のこと

★旅興行はあくまで生活の支えであり、根本の任務は神事奉仕をたいせつにすること

…　世阿弥は本末を正していたからこそ、芸道書もまた著せたのだろう
世阿弥研究会　　11月9日（水）
申楽談義　（岩波文庫版p68,l1「好色、博奕、大酒」　～　p78,l3「劣リタルナリ、ト、云云」　終）
＜付載　観世座規約＞　：　就業規則の類か

●　（前書）　「好色、博奕、大酒、鶯飼うこと」の禁

…　当時は乱世、無秩序。これに対して、秩序たる規則を設ける必要あり

…　鶯は当時、好色や博奕ほどに心奪わせしめるものだったか。

…　現在も歌舞伎など、芸能の世界は華やか。後援・取り巻きのタニマチ（パトロン）多し

●　（第三条）　座衆に対する所得配当の基準規定

　（第四条）　薪能の義務奉仕に対する給付金の規定　：　給与について

…　曲によって出演料は異なる。

…　現在、依頼者であるシテ方は出演料なし。行うほどに赤字。アマチュア指導や催事が収入源

cf. 天河大辨財天社の例大祭：舞囃子「石橋（しゃっきょう）」

…　復興を願う、祝いの曲として選択。また出演料など経費の問題。

…　龍村仁氏　“能よりいい”。

…　「獅子」は歌舞伎の元。また “能は平時の武道”。動きが激しく、三番叟にも似るか

●　（第六条）　多武峰八講能参勤の義務、ならびに罰則規定

「国中にいながら多武峰八講能の出仕を怠れば、永久に座から追放」

…　最も厳しく、恐れられていたであろう。多武峰八講の重要さ。

観世座はそもそも、多武峰と興福寺に属して祭礼奉仕を行う集団だった

●　（第九条）配分規定規則

「親が欠勤すれば子には配分せず。親が参勤すれば子の欠勤にも配分する」

…　子と親の関係に注目

●　（第十条）座衆の会合の酒代について

…　長が酒代をもてば、その集団がしばしば盛り上がる

贈答の文化は九州、東北など地方に根強い。 ←→　関東における、合理性の浸透

cf. 先の大地震で、東北の顧客を失ってダメージを受けたのは西陣だった

＜奥書＞

 「御一見の後は、火中に投じて焼き捨ててほしい」

…　門学不出。衰退しつつある観世座には、緊迫した状況。対立者、為政者に読まれることを懸念

・　「秦」元能 … 秦氏の後継者という自負にも注目したい

＜補遺＞
●　「直前や最中には、煮えたぎった湯を飲んで咽を焼くのがよい」

… 嗄れたしぶい声がいい？ カルメン・マキ、森進一はあえて声を潰したが。
＊　４段目以降は永正11年に書いたもの。本文に関係ないとし、訳者は削除

＜別本聞書＞　…　情報の付け足し

声の律呂について

○　律　：　「天」。引く息。喜びの声

　  呂　：　「地」。吐く息。悲しみの声

→　「呂律」（地天）と言わず、「律呂」（天地）と呼称する理由

○　宮・商・角・徴・羽　…　音階を示す

→　宮は吐く息（緊張を伴わない）、商は引く息（緊張を伴う）。世阿弥はこの２音での大別を考えていたか

○　上無調・下無調

→　十二律の、最高の音階（上無）と第五の音階（下無）を基音とした調子。

→　平調（ひょうじょう）・盤渉調（ばんしきちょう）・双調（そうじょう）・黄鐘調（おうしきちょう）・

一越調（いちこつちょう）の五調子から派生した、理論上の調子

○ 砕動風　：　「形は鬼でも心は人間であるように演じること。身心に力を入れず、軽やかに細かく身を動かす」

アクロバティック。強く細かく、面白みのあるもの

←→力動風　：　「形も心も鬼で、からだに力をこめて強く荒々しく演じること」

先人たちの短所について

→　世阿弥の足の機敏さ、老いては欠点に。

…　重さがなく、小技に走る、ということか。足の存在を「気にして」しまっている

自らの欠点をも指摘。自らを客観視できている。

…　アクション活劇よりも心理劇を志向

世阿弥研究会　　11月16日（水）
①　『翁』　鑑賞

②三道　（岩波文庫版『能作書・覚習条条・至花道書』　p5　一、能作書條條　～　p7「種作書、三道、以上」　


①　『翁』　鑑賞

・　摩多羅神面　：　白式尉。翁面のルーツか

※　奈良県立美術館に所蔵。ご希望の方は鎌田先生へ

・　観世座規約　第六条　「国中にいながら多武峰八講能の出仕を怠れば、永久に座から追放」

・　最後に、正面へ礼。片膝を立てて、深々と行う

・　千歳は翁の初めに行う。演者は若い方がよい

・　舞台の狭さや、大振りな面とのバランスからか、舞に慎重さがあった。

常の大らかさ、伸びやかさがない。“場の制約を打ち負かすほどの勢い”が見たかった

・　最中に、入口の幕が動くのが気になる。内と外との世界を区切ってほしい

②　能作書　三道

種　：「能にふさわしい素材とは、作品が依拠する原典のなかでも、とくに舞や歌の技芸を行う人物のこと」（山崎訳）

…　小西訳の方に広がりがある

・　能舞として、マネキン、大本教、人形浄瑠璃は演じ得るか

…　マネキンは人間にない“静止”のバランスがある。倒れこむ所で足を出さず、生きているようで生きていない

cf.　暗黒舞踏、土方巽

「舞踏とは、突っ立っている死体である」　…　ダンスシーンの異なる問題提起を行った
地にへばり付き、死に到ろうとしているものの、どう考えても生きている

生物から無生物へ、自在に身体をスライド

cf.　ピナ・バウシュ

身体の異化。生き物から別のものへ

cf.　金梅子

シンポジウム開演　：　2011/12/11　14時　　於　京都造形芸術大学内　春秋座

・　新しい「種」の設定。どのようにつなげ、適用・応用していけるか　

…　書かれない「種」とは？

→　サル（狂言『嵐山』）の騒騒しさ。“優美でないものは主役になれない”。

→　バクの、微かな目の動き。死んでいるわけではなく、生きている。

ハゲタカの、一時間かけて広げてゆく様

cf.　狂言ではサル、タヌキが登場。シカ、キツネは能楽で登場する…

…　『源氏物語』は、能に採られることが多い。では、外されたものとは？
世阿弥研究会　　12月14日（水）
申楽談義　（岩波文庫版p8,l2「老、女、軍、三体也」　～　p12,l5「三体能作、以上。」）
＜女体＞

・ 世阿弥が得意とした。“女体中心主義”。主に「源氏物語」の美しい貴人が題材。

… 男性の貴人に対し、優美さを以て関心を集める（傷付く女性の姿を見て愉しむ？）ための演出・作劇的な意図。

女物のハッピーエンドは少ない。文楽でも同様。人びとの心に訴えるゆえか

… 物語にもリアリティが求められる。実在人物譚の採用。『卒塔婆小町』など

… 世阿弥は小男ゆえ、女体や陰翳ある部分を演出できたのか　→　現在は能の文化的中心に

cf. 赤穂浪士物…見せ場の派手さやスペクタクルがあり、定番の極み・人気を博している

cf. 老体、女体、軍体――序破急に対応？

・ 現代で取りうる女性像は？また、単独での活躍者は？

… 岡本かの子（歌人）、与謝野晶子（歌人）、新島八重（新島襄の妻）、齋藤春子（二・二六事件、齋藤實の妻）、

平塚らいてう（思想家）、ナウシカ（『風の谷のナウシカ』）、上村松園（日本画家）、神谷美恵子（精神科医）

… 美智子皇后陛下の貴人能。そのバイタリティ、国民的親愛、ドラマ性
＜般若面＞

・ 『葵』の“白般若”

…　嫉妬を隠す角隠しあり。善悪の葛藤を演出。また初演時に「粗い」とも。育ちの良さ、優美さを表現できなかったか

・ 『道成寺』の“赤般若”、『安達原』の“黒般若”

…　これ以降は蛇神としての女性を演出。

cf. 般若面は左右非対称。また鼻を境に上半分で泣き、下半分で怒りを表す。

cf. 女面…増女・若女・小面・孫次郎（面影とも。金剛流）など。様々な曲に使われる

cf. 『道成寺』のエピソード…恨み持つ者が面を二つとも隠し、演者は指を噛み切って血で隈取り。かえって好評に

＜脇能＞

… 「翁」の次（脇）に付く、神聖な能。各神社仏閣が“ご当地ソング”として作りやすかったか

昔は重要な位置付けにあり、取り合われたとも。現在、演ぜられる頻度は少ない

… 高砂、養老、賀茂、白鬚、江島、道明寺など

… 元気よく、颯爽と、雄々しく。早朝の光に満ち満ちた、清々しさを。

「一声はゆっくり、二の句でツレ高、サシはさらさら滝の流れるよう」

＜五番立＞…世阿弥の時代は主に立合が行われたため、後年の形式か

・初番目物（脇能物）

・二番目物（修羅物）

…　『清経』 ： 自害した清経が妻の枕元に立ち言い争う。反戦の意か。
小書「恋之音取」（観世流）・「音取」（宝生流・喜多流）・「披講之出端」（金剛流）
…　『忠度（ただのり）』 ： 謡が難しく、苦手とされる
・三番目物（鬘物） … 優美さ

・四番目物（雑物） … 他の4つに入らない作品

・五番目物（切能物） … 『安達原』（四番目物とも）、『土蜘蛛』など異類系。鬼、スペクタクル

＜語調＞

上歌（あげうた） ： 上音に始まり下音で終わる、十句前後の謡。元気よく。五七五、七五、七五と繰り返す

下歌（さげうた） ： 中音に始まり下音で終わる、二句または四句の謡。しっとりと。七五調。

cf. 五七調…拡散する。そこで止まってしまう

七五調…収束する。言いやすく、次へ次へ“さらっと”続きやすい。

cf. 浄瑠璃でもスピーディになるとリズミカルに。また口語は延ばし延ばしに謡われる

cf.　オノマトペ　…　状態、感覚言語、質感を表す。「わさわさ」とは？

cf.　阿弥衆のルーツ

…　時宗が源流の阿弥衆もあった。金春禅竹からは禅宗を汲む。スポンサーのことを常に考えていた…

世阿弥研究会　　12月21日（水）
申楽談義　（岩波文庫版p13,l6「放下。是は軍体の末風」　～　p15,l6「妙所可有。口伝可尋。」）
＜放下＞

●　放下 …　ジャンル名。四番目物。10曲程度の演目（女物狂を含めるとそれ以上）。旅芸人、遊行僧が登場。

…　羯鼓／鞨鼓（かっこ）、小切子（こきりこ）、曲舞などを行う。テンポがよく、鞨鼓の後も“乗って”くる

…　我を捨て、悟りに参入する者のことか

『放下僧』 ： 牧野小次郎が禅僧の兄と共に放下僧の姿で芸を披露し、親の敵の利根信俊に近づき仇を討つ
『自然居士』 ： 遊狂物。五流現行。親の供養のため身を売った少年（または少女）を救おうと、説経者自然居士は命をかけて人買いと渡り合い、彼らのなぶるままに芸尽しを展開して，ついに救出に成功する

『花月』　： 旅僧が清水寺で、花月という喝食になった我が子に再会。花月は曲舞・羯鼓などの芸尽くしを見せる
cf. 「放下」はキリスト教神秘主義、とくにドイツ神秘主義でも使用。ハイデガー、エックハルト等参照

＜演技論のオノマトペ＞
●　“もみもみ”の多用

…　「一番揉んでやろう」「揉み寄せる」等の用例あり

…　熱を帯びていくよう。破から急への移行の段階？　／　異物を混合していくよう。

…　陶芸の感覚に似ている。身体的な粘着感。

cf. 「揉」：両手の間に挟んでこする。からだを触れ合わせるようにして押し合う。また、激しく揺り動かす
→　ワザ言語「もみ」の概念、哲学を進めること

●　練る　…　「揉む」よりも行為目的が対象化される。他動詞的。「練」は糸偏ゆえ、織物の感覚が語源にあるか

cf.　「千日の稽古を鍛とし、万日の稽古を練とす」（宮本武蔵『五輪書　水之巻』）

「鍛」：金属を何度も熱して打ち、強くする　／　「練」：絹糸をねること
＜鬼＞

●　砕動風鬼　：　形鬼心人。人とも鬼ともつかぬ存在。悲しみ、悩み、救い難さ、幽玄、風雅を美的に演じる

… 鬼子母神、ジェイソン(『13日の金曜日』シリーズ)、吸血鬼、アナキン（ダースベイダー。『スターウォーズ』ep3,6）等も、人間味を持つ点で砕動風か

●　力動風鬼　：　勢形心鬼。荒々しさ。陰翳を表現できない

…　世阿弥は、境界や両義性をよく著している。物まね鬼が多いのも、観阿弥に対する“負い目”があったからか

…　物まね鬼の多さは、貴人にも観やすいように配慮した結果か

cf.　「世阿弥の鬼能に対する評価は、後期になるとめだって低下している」（成川武夫『世阿弥　花の哲学』）

cf.　「鬼」とは？

…　幽霊、物狂。憎・悲・恨を持ち、悪・害をなすもの。「鬼道」(幽霊が対象)もあるが、鬼の定義は極めて微妙

ｃｆ．　地震・台風を起こす「ちはやぶる神」、伊吹山の白猪・大蛇、『千と千尋の神隠し』のクサレ神、

鬼的な『土蜘蛛』、稲荷神社山道脇の谷底にある廃屋（“ドロドロとした人間の怨憎”）

←　ワザなき心で鎮められることも。“無分別知”、“囚われない状態”、“無”という禅の境地にも近いか

←→　俗な＝“ゆらいでいる”“分別知を持つ”者では、逆に囚われる。

善と知っていること自体が、すでに不善。菩薩道の通俗化とも。空が“担保”となる必要あり
cf.　「たたり」　…　「立ったり」が由来の語。神の顕現を表す。人が遠ざかった時に存在を知らしめる。
cf.　レイ能力の三位一体説

「あえていえば、『霊能者』の道とはシャーマニズムや神道や密教に該当し、『零能者』の道とは釈迦仏教に相当し、『礼能者』の道とは大乗仏教の菩薩道や孔子の道に該当するといえるであろう」（『憑霊の人間学』青弓社）

＜開聞＞(p14,l7～p15,l6)

…　開聞、開眼に言及している先行研究を参照のこと

…　神道、ユダヤ教では「聞く」を重視（仏教では「見る」）。能楽では舞の前に謡がある。『井筒』など
●　沈黙

・　シンジとレイの一分近くにわたる沈黙（『新世紀エヴァンゲリオン』第5話）

…　情報は読み取れないのに、最大の感動を呼び起こす

・　ジャクリーヌ・デュプレ（チェリスト）の曲

…　終局、ピアニッシモが「雷鳴のように轟く」

・　「維摩の一黙、雷の如し」（維摩経より）

…　文殊菩薩が維摩に、不二法門を問う場面

・　某ピアニスト「大きな声でしゃべるほど伝わらない」
cf.　宮崎県の開聞岳

cf.　「感」の最多用。感覚価値的に要注目。「二聞一感」「聞感」「感所」「一音の感」「見風感応」「妙感」「感力」
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